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◇防災安心まちづくり事業の推進（全学区）�

◇災害情報の収集・伝達および処理システムの充実�

◇救急隊の増隊（植田救急隊、稲永救急隊）�

◆救急車両動態・位置管理システムの導入�

◇防災上重要な公共建築物の改築・耐震改修の実施�

◇緊急雨水整備事業の推進（貯留施設の設置など）�

2 �
都市の安全と環境�

災害の防止�

�

�

�

◇地球温暖化防止行動計画の推進�

◇庁内環境保全率先行動計画の推進�

◆環境にやさしい商品の購入の推進�

◆公害防止条例の改定�

◇市民の自主的な環境保全活動の促進（なごや環境塾の

開催）�

◆エコライフ家庭、エコ事業所の認定・表彰�

◆花・水・緑の推進条例の制定�

◇なごや東山の森づくり�

◇なごや西の森づくり�

◇特色ある公園づくり�

◇堀川の総合整備（マイタウン・マイリバー整備事業）�

◇下水処理場における高度処理の導入�

救急隊到着までの間に市
民が適切な応急手当を行
うことができるように､
応急手当技術の普及を推
進します。�

消防活動が困難な場所での災害や毒物などを起
因とする災害に対応するため､高度な知識・技
術と装備を備えた特別な消防隊を創設します。�

部 門 別 計 画 �

 名古屋新世紀計画2010第1次実施計画に登
載されている施策・事業のうち、主なものは次のと
おりです。（◆は新規事業を、◇は拡充もしくは継
続事業を示します。）�

災害発生後の応急給水活動を円滑に行うため、応急
給水センター（応急給水栓・耐震性貯水槽・災害用
機材倉庫）を方面別に4か所設置します。�

環境の保全と緑化�

●化学物質漏えい事故を想定した訓練�

●平和公園展望塔（東部方面応急給水センターを併設）完成イメージ�

●救命講習�

●河川の整備（香流川）イメージ�

都市を大雨から守るため、生物の生息環境にも配
慮しながら12の河川の整備をすすめるとともに､国・
県が管理する河川の整備を促進します。�
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廃棄物の処理と減量�
�

�

�

◆エコライフ・アクションプラン21の推進�

◇家庭系生ごみの減量（資源化モデル事業など）�

◆不燃ごみの原則各戸収集の実施�

◆プラスチック製容器包装などの資源収集の充実�

◆鳴海工場の改築�

公園・緑地などのみどりの拠点を充
実するとともに、道路空間や河川敷
の緑化による花・水・緑のネットワ
ーク化をはかり、歩いて楽しいみち
づくりをすすめます。�

市民・事業者・行政がごみ問題をはじめとする環境問
題をともに考え、パートナーシップにより、環境先進
都市をめざします。�

山崎川の河川改修にあわせ､沿川の
地域特性を生かした良好な水辺空間
を形成します。�

集団資源回収活動、リサイクルステーション活動など
市民やボランティア団体などの自主的なリサイクル活
動を支援します。�

安全かつ衛生的で、環境への負荷の少ないごみ処理シ
ステムの構築をめざします。�

低公害車など環境への負荷の少ない
自動車の普及をはかるとともに、環
境に配慮した自動車利用の普及啓発
につとめます。�

●集団資源回収活動�

●環境デーなごや�

●ふるさとの川整備イメージ�●すいどう道緑道（天満緑道）�●エコチャイルドバス�

●五条川工場完成イメージ�


